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１．はじめに 
都市のスポンジ化が進行する地方都市において、低未

利用化した建物の活用を目指し、民間事業者や住民など

が組織を立ち上げて活動する動きが各地で見られている。

しかし、建物活用の担い手の不足や、メンバーの入れ替

わり等による活動の停滞など、持続的に活用が展開され

るにはいくつものハードルが見受けられるのも事実であ

る。こうした状況に対して今後は、一つの組織や固定化

されたメンバーで継続的に活用を進める方法だけでなく、

個人が過去の活動や働き方の変化などを通じて獲得した

経験や人的な関係性に基づき、活用する建物ごとに体制

を構築し直し、活用を展開させていくような方法も求め

られると考えられる注１。中島（2019）は、建物活用のよ

うな小規模事業を展開していくための方法論として、段

階によって主導する主体を変え、局面に応じた役割分担

を担うことで実行力のある協働のプラットフォームのあ

り方を提示している２）が、個人単位での役割や関わり方

を取り上げる研究は少ない。 

本研究では、これまで別々に建物活用に携わってきた

主体同士が中心となりチームを形成し、空き店舗群を活

用した複合商業施設サカサカ（以下、物件【S】とする）

を取り上げる。物件【S】の特徴は、過去の建物活用を通

じて主体同士が協働した経験があることで、各主体が局

面に応じて柔軟に役割を横断するチーム体制が構築され、

質の高いデザインやきめ細かな工程が実行されている点

にある。そこで、建物活用に向けた一連の工程における

各主体の関わりや役割を整理し、個人の過去の建物活用

の活動履歴や働き方の変化、個人同士の関係性を関連づ

けて分析することで、様々な経験や価値観を蓄積した個

人が物件【S】の体制の柔軟性に及ぼした影響を考察し、

リノベーションプロジェクトが継続して展開される上で

の体制構築のあり方を検討することを目的とする。 

２．対象物件と研究の方法 
２-１．対象物件の概要 
本研究で取り扱う物件【S】は、富山県高岡市の中心部
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に位⨨する。人ཱྀ 1��,��� 人（2022 ᖺ）でᇛ下⏫を基┙

とする中心市⾤地には、㔜せఏ⤫的建㐀物群ಖᏑ地༊に

指定された山⏫➽や㔠ᒇ⏫を中心に歴ྐ的建㐀物が継ᢎ

されてきたが、㏆ᖺのୡ௦஺௦をዎᶵに低未利用化が῝

้化している。こうした状況の中、㏆ᖺでは個人が建物

を活用し店舗として開業する動きがᩘከく㉳きている

（ᅗ１）注２。 
� 物件【S】は、ᆏ下⏫商店⾤とᅜ㐨 1�� ྕ⥺の஺わる

ゅ地に建つ、ᮌ㐀 2階建㛗ᒇ形ᘧの複合商業施設である。

ᅜ㐨ἢいには㊰面㟁㌴が㉮り、施設๓に㟁停があること

から஺通利౽性のⰋい立地である。築 �0 ᖺ以上の建物

にはかつて小኎店や㣧㣗店が入ᒃしていたが、建物の⪁

ᮙ化や㐪法ቑ築など、利活用のࢥストがかかることから

建物඲体が空き店舗になっていた。そࢇな中、a Ặが

2019 ᖺに不動⏘取得し、事業主体として高岡市のまちな

かで空きᐙの活用と㐠Ⴀᨭ᥼等を目的としたᰴᘧ会社つ

つつ（以下、ᰴᘧ会社 T とする）を立ち上げ、リノベー

ションプロジェクトを開ጞした（⾲１）。� つのࢼࢸント

とࣞンࢱルス࣌ースとして㐠Ⴀを行うண定のこの施設は、

2022 ᖺ 2 ᭶に᭱ึのࢼࢸントが࢜ープンした。また、キ

ッチン௜きの༙ᒇእ空間であるࣞンࢱルス࣌ースは、県

ෆでも௚に↓い形ែとなっている。⌧ᅾは㸲店舗がࢼࢸ

ント工事を⤊えて開業している注㸱。 
２-２．研究の方法 
本研究では、a Ặをはじめ、物件【S】の活用に携わる

活動主体 11 ྡのうち㸳ྡ注㸲࢔ࣄ࡬リンࢢㄪᰝを行い、

ձプࣞ࢜ープンイベントまでの一連の工程と活動ෆᐜ、

ղ各工程に携わった主体と行動ෆᐜ、ճ過去の働き方の

変化や建物活用・௚主体࡬の関わりの㸱点を⪺き取る。

㸱❶では、上グձղのෆᐜから各工程と活動主体の関係

性や役割の変㑄を整理し、チームの┦関から⏕ࡳฟされ

た物件【S】の特徴的なデザインや工程のせᅉを分析する。

㸲❶では、㸱❶で取り上げた個人のうち、過去の建物活

用で一⥴に取り組ࢇだことのある 3 ྡに╔目し、上グճ

のෆᐜから過去の活動履歴や௚主体との関係、働き方・

価値観の変化を整理することで、物件【S】の活用の⫼ᬒ

にあった個人同士の⧅がりや横断的な役割を担ったせᅉ

を考察する。 
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㸱．ά⏝のᕤ⛬にࡅ࠾る୺体の㛵ಀ性と役割のኚ㑄 
㸱-１．ྛᕤ⛬にࡅ࠾る୺体の役割 
物件活用における物件取得からプࣞ࢜ープンイベント

に⮳るまでの工程で、活動主体 aࠥk Ặ１１ྡの関わっ

た工程や関わり方をᅗ２に示す。ᅗ示するにᙜたっては

以下の手㡰を取る。 
１） 物件【S】の活用に関わる඲工程からᒓ性の␗なる複

ᩘの主体が関わった工程に関してᢳฟ 
２） 各工程をその目的や性質ごとにࠕ௻⏬・構᝿ࠖࠕ設ィ・

施工 不動⏘௰介ࠕࠖ  ᗈሗ・㐠Ⴀࠖの㸲つに分㢮ࠕࠖ
㸱） 分㢮した各工程について、活動主体１１ྡの関わり

方をࠕリーࢲー ーࢱサポーࠕࠖ のࠖ２つに分けて整理 
このᅗから、工程ごとに様々な組ࡳ合わせの主体がཧ

加し、個人の役割も工程やメンバーに合わせて変化して

いる様Ꮚがㄞࡳ取れる。౛えࡤ、ᅵᮌ建築サーࣅス業に

ᚑ事する d・e Ặは、設ィ・施工の分㢮の工程ではᖖにど

ちらかはリーࢲーとしてཧ加しつつ、それ以እの分㢮の

工程にも、௻⏬・構᝿の定౛会㆟にᖖ᫬メンバーとして

ཧ加したり、ᗈሗ・㐠Ⴀの分㢮のイベントや不動⏘௰介

の分㢮のࢼࢸントເ㞟ㄝ᫂会に携わったりと、඲分㢮の

工程にཧ加して建築のᢏ⾡面の᝟ሗをㄝ᫂するなどのサ

ポートまで行っている。また、デザイン業にᚑ事する g
Ặは、ࢼࢸント入ᒃ者としてᚲせ工程に携わる以እに、

⮬㌟の本業を活かして௻⏬・構᝿の分㢮にあたるロࢦస

成を担ᙜしたり、物件【S】の❹工イメージ☜立のために

ど察に同行したりと、ࢼࢸント入ᒃ๓から物件【S】の௻

⏬・構᝿の面からも主体的にサポートしている。このよ

うに、複ᩘの分㢮の工程に関わる個人のᏑᅾが、ከ主体

を取りᕳく柔軟な体制の構築に㈉⊩していると考えられ、

ᚑ᮶の工程ごとに分担された関わり方を㉺えた関係の中

でプロジェクトが進行したことがわかる。 
また、物件【S】における工程は、一⯡的に᝿定される

௻⏬・構᝿Ѝ設ィ・施工Ѝ不動⏘௰介Ѝᗈሗ・㐠Ⴀࠖࠕ

という直⥺的なプロセスではなく、各分㢮が୪行して展

開されている。౛えࠕ、ࡤ設ィ・施工ࠖのために᪤Ꮡ建物

部分のゎ体を進めながらࠕ௻⏬・構᝿ࠖを担ᙜする主体

も஺えてᮌ部・እቨのⰍやᮦ質の┦ㄯ、ㄪ整をしたり、

高岡クラフト市ሙ⾤注㸳ࠖにࠕ設ィ・施工ࠖの工事中にࠕ

合わせた௻⏬を通じてࠕᗈሗ・㐠Ⴀࠖを担ᙜする主体が

会ဨ制஺ὶサイトを用いて᝟ሗⓎಙを行ったりしている。

このようなプロセスの展開がされることで、⤖ᯝとして

役割や業✀の␗なる主体同士の᥋ゐがቑえ、関係構築に

⧅がったと考えられる。 

㸱-２．ල体ⓗ࡞ᕤ⛬にࡅ࠾る୺体の役割 
ḟに、そのようなከᩘの主体が関わる工程においてど

のような関係性が⏕まれ、特␗なຠᯝをもたらしたのか

を᫂らかにするために、分㢮ごとに工程を１つࡎつᢳฟ

し、それࡒれの┦関ᅗをᅗ㸲に示す。なお、ᢳฟした工

程はᅗ２のኴᏐで示しており、┦関ᅗにⓏሙする組織の

ᴫせは⾲２に整理する。 

ᕤ⛬１.௻⏬࣭構᝿㸧プࣞ࢜ープン࢖ベント௻⏬఍㆟ 
プࣞ࢜ープンイベントは、基本施工が᏶஢し、ᙜ᫬入

ᒃがỴまっていたࢼࢸント E の࢜ープンとేせて 2022
ᖺ 3 ᭶に開ദされた。その‽ഛにᙜたって、主体 11 人

඲ဨによる会㆟が開ദまでに 2 ᅇ行われた。㸳つの௻⏬

が c Ặを中心としたࣘࢽット N から提᱌され、それࡒれ

の௻⏬を␗なる主体の組ࡳ合わせで同᫬進行し、a Ặが

ຓゝやサポートに入るという体制をとっていた。඲体の

ྖ会進行やࢱイムスࢣジࣗールのỴ定、௙事の分㓄は c
Ặが行っていたが、௻⏬のෆᐜは主体඲ဨでᢕᥱ、┦ㄯ

しながら進められており、この体制がその後のイベント

㐠Ⴀの体制にᘬき継がれている注㸴。 
� また、プࣞ࢜ープンイベント᫬には地ඖ㓇店のฟ店や、

地ඖ商店⾤からの᮶㈱ᣵᣜ、地方᪂⪺社の取ᮦなど、地

ᇦ住民との஺ὶがᅗられ、物件【S】のࢥンセプトである

つつつ注㸵ࠕ をࠖ体⌧してまちに᰿ᕪした施設となること

を対እ的にࣆ࢔ールできた形となった。 
ᕤ⛬２.タィ࣭᪋ᕤ㸧ෆ⿦タィ࣭௙ୖࡆసᴗ 
物件【S】は、各ࢼࢸントのෆ⿦設ィ・施工に関しては

業者の指定がなく、基本構㐀の施工後は各ࢼࢸントの施
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主に受けΏされ、その後の工程は各⮬で行うのがዎ⣙᮲

件となっており、ࢼࢸントごとにサポートする主体が␗

なるのが特徴である。 
ントࢼࢸ E のෆ⿦設ィ・基本の施工に関しては、g Ặ

は d Ặに౫㢗したが、ቨሬりの工程は g Ặが DIY ௻⏬

を立ち上げ、学⏕やクラ࢘ドフ࢓ンデ࢕ンࢢฟ㈨者の地

ᇦ住民がཧ加した。その㝿、物件【S】඲体の施工担ᙜで

ある d Ặに、ࢼࢸントの㌣体やインフラ設ഛの施工スࢣ

ジࣗールなどをㄪ整してもらいながら合間の᫬間に௻⏬

が行えるように協力を௮いだ。 
� 一方、ࢼࢸント F のෆ⿦設ィに関しては、a Ặの⤂介

で e Ặが担ᙜし、施工は d Ặが担ᙜした。また、ࢼࢸン

ト F のዎ⣙᫬にぶしくなった c Ặを中心に、᭷ᚿで g・
k Ặとともにቨሬりの DIY を手ఏった。 
� このように、各ࢼࢸントのせᮃに合わせてᚲせな主体

と連携できる体制が取れているため、ࢼࢸントごとにከ

様なෆ⿦空間が実⌧できている。 
ᕤ⛬㸱�୙ື⏘௰௓㸧ࢼࢸントເ㞟ㄝ᫂఍�

物件【S】のࢼࢸントເ㞟ㄝ᫂会は、単に入ᒃするࢼࢸ

ントをເ㞟するだけでなく、ฟ店ᕼᮃ者のព向にἢって

高岡市ෆの௚物件を⤂介するなどのサポートまで a・bẶ

が⢭力的に行っていたのが特徴である。஧人は本業が不

動⏘関係であることから中心市⾤地ෆの不動⏘᝟ሗに⢭

通しており、物件【S】࡬のࢼࢸント入ᒃを検討していた

がዎ⣙に⮳らなかった事業主が、஧人の⤂介で高岡市の

௚の物件に成⣙がỴまった౛もある。a Ặはࠕまちなか

にもっとⱝい人が㞟まってḧしいࠖと㏙࡭ており、まち

඲体での物件活用のಁ進に向けた協働を目指している。 
また、このㄝ᫂会には主体 11 人඲ဨがཧ加しており、

事業主体のᰴᘧ会社 T に所ᒓする a・b・c Ặの 3 人に加

えて、d・e Ặが物件の建築的特徴のㄝ᫂を担い、ࣘࢽッ

ト C の g、h Ặが本業を活かしてເ㞟ㄝ᫂会用のチラシ

のデザインを担ᙜするなど、ከ主体の▱ᜨやᢏ⾡を㥑౑

してࢼࢸントເ㞟を行っている。 
ᕤ⛬㸲.ᗈሗ࣭㐠Ⴀ㸧クࣛࣇト市ሙ⾤࡛の࢖ベント開ദ 
高岡クラフト市ሙ⾤ࠖは高岡でẖᖺ開ദされるイベࠕ

ントで、౛ᖺከᩘの᮶ሙᐈがゼれるため、物件【S】をබ

開すれࡤㄆ▱ᗘ向上に役立つと考え、まちṌき௻⏬とࢸ

、ントEや地ඖ店舗による㈍኎・ワークショップ（以下ࢼ

:S）௻⏬がദされた。 
まちṌき௻⏬では、ࠕ高岡市のまちなかの変化をឤじる

ሙ所をᕠるࠖというࢥンセプトのもとで k ẶがṌくࢥー

スや࣐ップస成の௻⏬を主導で進行した。物件【S】は10ࠕ
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ᖺ間で⏕まれたሙ所ࠖの一つとして立ちᐤるスポットに

設定され、❹工๓だが࣐ップにもᥖ㍕された。ᙜ᪥はま

ちṌき௻⏬に県ෆእからከくのཧ加者が㞟まり、c・d Ặ

が施工中の物件【S】のබ開、ゎㄝをした。3 人の連携の

⤖ᯝ、ᗈሗの役割を大いにᯝたした௻⏬となった。 
また、㈍኎・:S ௻⏬では、ࣘࢽット N が制సしたリ

ントのᩜ地を೉ࢼࢸカーによるἢ㐨㈍኎と、施工๓の࢔

りて :S が行われ、同じሙ所で地ඖ店舗もฟ店した。 
これらの㈍኎・බ開ሙ所の☜ಖにᙜたっては、c Ặが d

Ặに┦ㄯして施工スࢣジࣗールをㄪ整したことで実⌧で

きたという⫼ᬒがあり、主体間の柔軟な働きかけが、ま

ちのイベントに合わせた空間のᬻ定活用という᪂たな物

件 PR の手法の☜立に役立ったとゝえる。 
㸱-㸱．㸱❶ࡲとめ 
� 以上のことから、分㢮ごとのチーム体制や主体の役割

の㐪いが᫂らかになった。各主体は目的や࿘ᅖの主体の

状況に合わせて⮬㌟の関わりをリーࢲーやサポーࢱーに

変化させ、௚主体や学⏕、地ᇦ住民と協働して工程を進

めていることがわかる。このような、工程を横断したࢥ

ーデࢿ࢕ーࢱー的立ሙの個人が㞟まる柔軟なチーム体制

は、利用者やࢼࢸントのከ様なࢽーࢬに対応した空間デ

ザインやイベントの実⌧、ண᝿していない事ែに対ฎす

る༶⯆性、主体のメンバーの入れ替えを受け入れる持続

的な㐠Ⴀにᐤ୚していると考察する。 
 
㸲．体制ࡸ役割の⫼ᬒに࠶る個人の㐣ཤのάື 
本❶では、๓❶に見られた柔軟なチーム体制が構築さ

れたせᅉを考察するため、෌⏕活動に携わる各個人の働

き方の変化や、過去の活動履歴と物件【S】の主体同士の

関係性をᅗ㸳に示す。๓❶で取り上げた主体のうち、過

去の活動から⧅がりのある、物件【S】の事業主 a Ặと、

リノベーション施工・┘理担ᙜの d Ặ、ࢼࢸント入ᒃ者

ව௻⏬サポート担ᙜである g Ặに╔目する。3 人の関係

組織・物件のᴫせはᅗ㸴に示す。 
㸲-１．a Ặ 

a Ặは、2012 ᖺから本業で⊂立して事ົ所を立ち上げ、

௦⾲取⥾役にᑵ௵する。また、同᫬ᮇに地ඖの᭷ᚿでま

ちなかᒃ住ಁ進を目的としたᅋ体 T を立ち上げ、物件活

用や学⏕との஺ὶを通して e・f Ặやᙜ᫬学⏕だった g Ặ

とฟ会った。活動を通して、⮬ら不動⏘を所᭷すること

が本業の▱㆑や経験につながるとឤじるようになり、⮬

㌟で物件【H】を取得したのが a Ặ᭱ึの事業主の経験
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である。この活用を通してᙜ᫬学⏕であった g・k Ặを

はじめとする富山大学や東京工業大学の学⏕と⧅がりを

῝め、高岡にⱝ者のឤ性を取り㎸ࡳ、ⱝ者が㞟まるまち

にしたいというᛮいがⱆ⏕える。設ィは物件【M】で▱

り合った e Ặに㢗ࢇだことで、௙事でのಙ㢗関係を築い

ていった。そして、物件【Y】の不動⏘࣐ࢿジメントを目

的としたᅋ体 M を b、d Ặをྵࡴ地ඖ᭷ᚿで立ち上げ෌

⏕にᣮࡳ、経験を積ࢇだ。 
以上の経⦋を経て、これまでの成ᯝと཯┬、⣳いでき

た関係性の㞟大成として᪂規事業にᣮᡓしたいというᛮ

いがⱆ⏕え、b Ặの⤂介で物件【S】を取得し、本事業を

スࢱートさせた。その㝿、⛣住して௙事を᥈していた c
Ặと 3 人で合同会社を設立し、d・e Ặとはこれまでの活

動で築いたಙ㢗をもとにዎ⣙を提携、g Ặのᣐ点を持ち

たいという㢪いを⪺き入れる形で事業を構築していった。 
以上の a Ặの過去の活動から⌧ᅾまでを᣺り㏉ると、

物件【H】【M】などの෌⏕活動では⮬ら主体となって建

物活用の担い手となるプࣞイࣖーの立ሙにいたが、物件

【S】では事業主でありつつもᅗ㸱で整理した工程の඲

分㢮に携わってメンバー間のㄪ整を行うなど、人と建物

の᥋点づくりを行うࢥーデࢿ࢕ーࢱーの立ሙに変化した。

この変化の⫼ᬒには、本業のᏳ定による᪂事業立ち上げ

のవ⿱ができたことや、過去の活動で得た人⬦・経験࡬

をもとに᪂たなᣮᡓをしたいという価値観の変化等がࣔ

チベーションとなっている。 
㸲-２．d Ặ 

d Ặは東᪥本大㟈⅏をዎᶵに U ーンで高岡に⛣住ࢱ

し、本業で⊂立して東京や高岡で௙事をするഐら、b Ặ

をྵࡴ地ඖ᭷ᚿでまちづくり活動するᅋ体 M· （ᅋ体 M
の๓㌟）にཧ加し、㌺下でイベントをするなどの活動を

地ඖ店舗とඹ同で行っていた。同᫬ᮇには物件【H】の

෌⏕がされており、そちらの :S にཧ加した㝿に a・f・
k Ặともฟ会う。その後、高岡で㣧㣗店舗と小኎店舗を

⮬㌟の設ィで開業する。㣧㣗店舗の活用法を検討する

:S は f Ặに౫㢗する。201� ᖺには a・b Ặなどとඹ同

でᅋ体 M を設立し、物件【Y】の෌⏕で店舗プロデࣗー

スや඲体の設ィ・施工に携わった。 
そして、これらの経験を経て a Ặからኌがかかり、物

件【S】の඲体施工・┘理を担ᙜする。d Ặは、ࠕe Ặとは

๓にも一⥴に௙事をした経験があり、協力関係が築けて

いるので連携がᅗりやすい環境だࠖと㏙࡭ており、過去

にᇵった人⬦が物件【S】での体制に活かされたと考えら

れる。 
以上より、d Ặは a Ặと㔜なるࢱイ࣑ンࢢで⮬㌟の店

舗を活用するプࣞイࣖーの立ሙから、物件【Y】【S】を

通して本業の設ィ・施工業ົ以እにプロデࣗースやイベ

ント㐠Ⴀなど、⮬㌟の活動のᖜをᗈげ、࿘ᅖをサポート

しながら⮬㌟の役割を変化させるࢥーデࢿ࢕ーࢱーの立

ሙに変化したとゝえる。d Ặは、これまでの⮬㌟の᣺る

⯙いに関して、ࠕまちのために活動しているというព㆑は

なく、⮬㌟やᐙ᪘がᚲせだとᛮうሙや空間をసりたいと

ᛮってᖖに行動しているࠖと㏙࡭ており、個人の㢪ᮃか

ら↓理なく持続して活動を展開できていることが dẶの

ライフスࢸージの段階を᥎し進めていると考察する。 
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㸲-㸱．g Ặ 
g Ặは大学進学のࢱイ࣑ンࢢで高岡に⛣住し、学部で

h Ặと▱り合い、ඛ⏕の⤂介でᅋ体 T がദした :S にཧ

加し、a・f・k Ặとฟ会った。以㝆学⏕メンバーとして物

件【H】【M】の෌⏕活動をサポートしたり、サークル活

動でイベントを௻⏬したりしながら、ጞめはまちの人に

႐ࢇでもらえることをやりがいとしていた。そして、

201� ᖺに高岡クラフト市ሙ⾤での⮬主௻⏬開ദの経験

を通して、⮬分を⾲⌧する活動をしていきたいというᛮ

いが活動のཎ動力となり、富山大学、東京工業大学の学

⏕たちとࣘࢽット C、N などのイベント௻⏬を行う活動

をጞめた。そして、ᣐ点を持ってイベントを行いたいと

いうᛮいがⱆ⏕え、物件【S】では h Ặとࢼࢸント E に

入ᒃをỴめる。立ち上げ᫬は上㏙のࣘࢽット N で一⥴の

i・j Ặや、シェ࢔ハ࢘スで同ᒃしていた c Ặ、ᅋ体 T で

஺ὶを῝めた k Ặなどのサポートもあってイベント開ദ

やࢼࢸント࢜ープンに⮳った。 
これらの経⦋より、g Ặは学⏕᫬௦のイベントᨭ᥼を

行うサポーࢱーの立ሙから建物活用の担い手であるプࣞ

イࣖーの立ሙ࡬の変化が見られる。そのⓎ➃には、g Ặ

が a Ặに⮬分のᣐ点を持ちたいと┦ㄯしたことで、a Ặ

が物件【S】を෌⏕するỴពを固めたことにある。以上よ

り、同᫬ᮇにࢥーデࢿ࢕ーࢱーとして g Ặより進ࢇだ立

ሙにいた a Ặの᣺る⯙いが、g Ặの立ሙの変化を᥎し進

めることにᐤ୚したと考えられる。 
㸲-㸱．㸲❶ࡲとめ 
以上より、主体の働き方や建物活用に関わる活動、主

体同士の関わりを見ることで、物件【S】の෌⏕事業に⮳

った⫼ᬒの価値観の変化や関係性が᫂らかになった。各

主体が⮬㌟の活動や経験を通して᪂たな人とฟ会い、ス

キルを㌟につけながら᪂たな活動に㌟をᢞじることで、

建物活用に対する立ሙを変化させている。 
物件【S】の活用においては、a・d Ặのような過去の

建物活用の経験によって段階を進め、ࢥーデࢿ࢕ーࢱー

の立ሙに成⇍した主体がおり、ᙼらの働きかけやㄪ整に

よって௚の主体の働き方や立ሙの変化を᥎し進める┦஫

స用を⏕ࢇでいると考察する。このような主体のከ様性

は、᪂たに活動にཧ⏬したい関係主体の関わり௦をቑや

し、リノベーションを継続して展開させる持続性の高い

組織と事業のあり方を示しているとゝえる。 
 

㸳．ࡲとめ 
本研究では、物件【S】のリノベーションプロジェクト

を対㇟として、෌⏕プロセスや活動主体の役割や関係性、

その⫼ᬒにある個人の活動履歴や立ሙの変㑄を᫂らかに

することで、役割を横断する個人が㞟まる柔軟なチーム

体制の実ែやそのせᅉを᫂らかにした。 
今後、より質の高いリノベーションが継続して展開さ

れるには、工程の分㢮を㉸えるようなプロセスをデザイ

ンすることや、プロジェクトの局面に合わせて⮬㌟の役

割を㡰応できるࢥーデࢿ࢕ーࢱーの立ሙの活動主体をቑ

やすための取り組ࡳがᚲせと考える。 
 
【謝辞】�
本研究を進めるにあたり、ヒアリング調査や資料提供にご協力いただい
た株式会社つつつの服部恵子氏、清水悟氏、合同会社住まい・まちづく
りデザインワークスの野田明宏氏、株式会社スタジオオオスガの大菅洋
介氏、3LLOR の近藤沙紀氏に心から感謝申し上げます。�
 
【注釈】�
注１�藪谷（����）は、市民の活動団体が継続的に活動するためには、
多主体がビジョンを共有して多元的なネットワークを構築する体制が
求められると述べ、柔軟な組織体制の重要性を示唆している１）。�
注２�商業集積エリアを除く旧市街地において、����〜�� 年までの ��
年間で空き家や空き店舗が居住以外の用途に活用された建物を、住宅地
図を用いて調査した結果、��件がみられた（図１参照）。なお、商業集
積エリアとは、高岡市が実施する「高岡市賑わい集積開業等支援事業」
における重点支援区域を指す。また、旧市街地は明治後期に作成された
地形図を用いて確認できる市街地の範囲を含む町丁目を指す。�
注３� ���� 年 � 月 �� 日時点で、食と雑貨のセレクトショップやコーヒ
ースタンド、交流スペース、美容室がテナントとして入居している。ま
た、��月契約予定の区画が �区画（物販中心、飲食あり）、これから企
画がスタートする区画が２区画（飲食中心、物販あり）ある。�
注４� ��名は、報道関係者に ����年 �月に公表された物件【6】のプレ
スリリースにおいて協力者一覧に示された人々を対象としており、図２
に一覧を示す。また、そのうちの特に主要な役割を果たした a、c、d、
e、g の５名にヒアリング調査を行った。�
注５� 高岡クラフト市場街とは、伝統産業が古くから根付く高岡で開催
されるまち・クラフト一体型イベントである。今回の再生プロセスにお
いて、工事中の物件【S】の見学や物販、まちあるき企画などを通して物
件【S】の広報的役割を果たした。�
注６�プレオープンイベント時の体制を応用して（F氏の業務は M氏に引
き継がれた）、���� 年 � 月以降は物件【6】常設のレンタルスペースに
て「サカサカノタマリバ」という名称でさまざまな地元店舗の出店や有
志によるイベントが複数回開催されている。�
注７�「つつつ」とは「つどう・つくる・つなぐ」の略称で、モノ・コト・
エンをつくることでこの場所を目指して街を訪れる人や、小さくとも何
か新しいことを始める人が増え、多様な世代や属性と繋がる場所にした
いという D氏の想いが込められている。�
注 ��写真 �〜�は、左上、右上、左下、右下の順番で、プレオープンイ
ベント、テナント ( 内装 ',< 企画、テナント募集説明会、高岡クラフ
ト市場街のまち歩き企画と沿道販売の様子を撮影したものである。�
�
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